
別紙３ 

令和８年度南北海道実績発表大会 
【全分野】発表終了から質疑応答までの運営方法について 

Ｒ８南連実績発表大会当番校 

  

全分野の発表終了から質疑応答まで、次のように運営していきますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

            

 

 

 

                        

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足事項】 

 

（１）発表者のうち１名が質疑に対して応答してください。・・・質疑応答者 

※申込時に質疑応答の回答を行う生徒を、記載していただきます。 

（２）審査員より質疑を行います。 

（３）質疑応答者は演台で質疑を受け、その場で応答してもらいます。 

（４）質疑応答回答途中で他の発表者もしくは補助者が回答または発言することはできません。 

発表者『・・・以上で発表を終わります。』 発表計時終了 

ライトＯＮ 

発表者・補助者 礼 

アナウンス「ありがとうございました。ただいまの発表時間は○分○秒でした。繰り返しま

す。ただいまの発表時間は○分○秒でした。」 

     「質疑応答者は演台へ移動してください。それ以外の方はお戻りください。」 

 
質疑応答者：演台へ移動  補助者・発表者：降壇し次発表者席に戻る 

戻り次第片づけを行う        

発表者：中央へ移動  補助者：起立 

アナウンス「これより質疑応答を行います。審査員の先生よろしくお願いいたします。」 

 
質 疑 応 答 

アナウンス「以上で質疑応答を終わります。ありがとうございました。 

」 

 
質疑応答者：降壇   


